


  10 年目の 3月 11 日を迎えて  

日本政府にエネルギー政策を脱原発に舵を切ることを求める  

 

 東日本大震災にともなう東京電力福島第一原発事故が起こり、10 年になる。

未曾有の被害がもたらされ、10 年経った今も多くの被災者の方々が様々な苦し

みの中におられる。既に世界の多くの国々は脱原発・自然エネルギー推進に大

きく踏み切った。しかし、残念ながら、日本は未だに脱原発を決断せずにいる。

自然エネルギー推進においても世界から大きく遅れをとっている。私は元総理

大臣として、そのような日本の姿を深く憂慮する。 

 

 日本が今歩むべき道は、福島原発事故の惨事を教訓にし、同じ過ちを繰り返

さないことである。とりわけ日本は戦争被爆国として、核兵器と放射能被曝の

恐ろしさをもっともよく知る国であるはずである。3.11の大惨事から 10年を迎

えた本日、私は日本政府に今一度、福島第一原発事故の教訓を踏まえ、原発ゼ

ロと自然エネルギー推進に向けて大きく舵を切ることを強く要請する。 
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